
 
 

 
 

令和４年２月１６日 

東 京 都 交 通 局 

 

 

 

MUFG デザインの燃料電池バスを東京駅丸の内発着の都営バス路線に導入 
～民間企業からの寄付を活用した燃料電池バスは初～ 

 

 

東京都交通局は、株式会社三菱フィナンシャ

ル・グループ（以下、「MUFG」）のグループ５

社※からの寄付を頂き、MUFGのコーポレートカ

ラーでデザインされた燃料電池バス１両を導

入・運行することとしましたので、お知らせし

ます。 

この車両の導入により、交通局が運用する

燃料電池バスは、国内バス事業者最大の累計

71両となります。今後とも、環境に優しい車

両を積極的に導入し、ゼロエミッション東京

の実現に貢献してまいります。 

 

※株式会社三菱ＵＦＪ銀行、 

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社、 

 三菱ＵＦＪ証券ホールディングス株式会社、 

 三菱ＵＦＪニコス株式会社、 

 アコム株式会社 

 

 

 

 

１ 運行開始日 令和４年２月17日（木） 

 

２ 運行路線  都０５系統＜東京駅丸の内南口～銀座四丁目～新豊洲駅～東京ビッグサイト＞ 
※運行情報は、都バス運行情報サービス(tobus.jp[https://tobus.jp/blsys/navi])のラッピングバス検索

「三菱UFJフィナンシャル・グループ」、「燃料電池バス（MUFG）」で確認できます。 

 

 

 

 

  

三菱一号館美術館とMUFGデザインの燃料電池バス 

お問い合わせ先 都営交通お客様センター 03-3816-5700（9:00～20:00 年中無休） 

 本件は、「未来の東京」戦略に係る事業です。 
 ・戦略１４ ゼロエミッション東京戦略「３．ゼロエミッションモビリティプロジェクト」 

「未来の東京」戦略 



 
 

 

 

 

別紙 燃料電池バスの仕組 

燃料となる水素(Ｈ２)を車載の高圧水素タンクから燃料電池に供給し、そこで空気中の酸

素(Ｏ２)と化学反応させて作った電気でモーターを駆動させ走行します。走行中に排出する

のはＨ2Ｏ（水）だけです。 

 

 

 

 

 

 

車 両 

全長 / 全幅 / 全高 10,525 / 2,490 / 3,350㎜ 

乗車定員 

（座席＋立席＋乗務員） 
79人（22＋56＋1） 

FCスタック 

（燃料電池） 
最高出力 114kW×2（155PS×2） 

モーター 
最高出力 113kW×2（154PS×2） 

最大トルク 335N・ｍ×2（34.2kgf・ｍ×2） 

高圧水素タンク 
公称使用圧力 70MPa（約 700気圧） 

タンク内容積 600L 

 

 

水素の流れ 

高圧水素タンク 600L（60L×10本） 

モーター 

FCスタック（燃料電池） 


